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務
事
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の
実
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年度昭和 64 [終了予定] 年度-　 　

６か月以上区内に居住する２０歳以上の生計維持者

〔法令等名〕

22

490

　決算額　　(単位：千円) 123

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

疾病や傷害の治療、災害による被災、冠婚葬祭、貸室契約更新料の支払などのために、生計が一時的に困窮する区民に対
して必要な資金を貸し付けることにより、生活の安定と生活意欲の増進を図る。

　

事業区分

その他サービス

平成２７年度　事務事業評価シート

台東区応急福祉資金貸付条例、同条例施行規則根拠法令等

事業対象

事務事業名 応急福祉資金貸付

条例・規則

所
管

福祉部

福祉課

[事業開始]事業の開始・終了年度

事
務
事
業
の
概
要

38

なし

生計が一時的に困窮する区民に対して必要な資金を貸し付ける。
＜申込者の資格＞６か月以上区内に居住する２０歳以上の生計維持者で返済が確実であり、世帯の収入が生活保護基準の
２倍以内であることなど。
＜貸付限度額＞一世帯８万円以内。ただし、火災等による被害など不測の事態の場合は２０万円以内。

補助金の有無
委託内容

２６年度

なし

件相談件数

事業内容

委託の有無

事業目的

指標の名称種　別 (単位)

活動指標
19

376

2,038

件
成果指標

貸付件数

3,332　人にかかるコスト（人件費など）

3

1,913

なし

0

5 7

2,445

2,069

0

前回評価から
改善した事項

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 3,332

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

一時的に困窮する低所得者に対して、区が無利子で貸付を行う本事業は、区民の生活の維持
のため今後も実施していく必要がある。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

本事業は、事業目的を達成するため無利子で実施しているものであり、民間で行うことは困難であることから
引き続き区が実施していく必要がある。

維持

評
価
結
果

真に必要な方に資金を貸し付けることにより、生活の安定と生活意欲の増進に寄与している。

3 生計が一時的に困窮する区民に対して必要な資金を即事貸し付けることから適切な手段である。

申請により必要な資金を貸し付けており、貸付事業として効率的に実施している。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

目的達成度 4

354

3,455

財源項目

(単位：千円)

必要性

0

281 532

2,273

2,554

123

効率性

516

98

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

２５年度２４年度
目標値

（２９年度）

30

26

2

33

10

25


